
 

 

 

実施場所 やばっこ広場(矢場川公民館隣り) 小学校区 足利市立矢場川小学校 

開催日 土曜日９時～１３時 年間開催日数 概ね１０日 

参加対象者 矢場川小学校に通う児童 参加人数 平均２０人程度 

安全管理員数 概ね５人～１０人 学習アドバイザー数 概ね５人～１０人 

申込み手続き等 地区広報誌と小学校でのチラシ配りで周知、公民館へ申込。参加費３００円程度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動概要】 

○伝統行事や季節を堪能する活動 

・たけのこ掘り：季節の旬の味を楽しみたい。筍を自分たちの手で掘り、その 

筍を使って筍ご飯を竹筒の飯盒で炊く活動など。 

○手作りを楽しむ活動 

・竹細工：ナタで竹を割いたり、小刀を使って、水鉄砲や水笛を作りました。 

・バウムクーヘンづくり：切り出してきた地域の青竹と竹炭を使って、  

バウムクーヘンづくりを行いました。 

・ピザ作り：お父さんたちのお手製のレンガの釜で、生地をこね、野菜を切り、ピザを焼いて食べました。 

やばっこ 学びの巣 【足利市】 

【問い合わせ先】 足利市矢場川公民館 ＴＥＬ：０２８４－７１－２４４４ 

☆教えてください、工夫やポイント☆ 

 

○活動内容はどのように決めてるの？ 

‘お酒を酌み交わしながら行う話し合いのひととき’で出し合い、多彩で魅力的な活動に繋がるよ

う決めています。 

○学校や保護者との連携を図る工夫は？ 

年度初めと長期休業後等に話し合いを持ち、育成会やＰＴＡなどの既存組織と協力関係を保ち、

内容について重複しないよう学校や地域を巻き込むことで、連携を築いています。 

○ボランティア等の協力者を集める工夫は？ 

これまでの活動プログラムにとらわれることなく、新しい取組を積極的に取り入れていきたい。

なにより大人自身が本音で生き生きと人生を楽しみ、子どもたちがともにありたいと感じられる存

在でありたい。そんな気持ちで集まった脳みそのやわらかい大人たちの姿を見せることで、そこに

集う方をゲットしています。 

○活動がうまく進むポイントは？ 

「背伸びせず、できることを未来へ投資（お金は絡みません）し、参加者自身が楽しむことで、

活動を継続しネット（納豆よりねばっこい）ワークを広げていきたい。」これが、私たちのモットー

ですので、居心地の良い地域をつくるため決して無理せず、本物にこだわりながら、子どもたちを

はじめ、お年寄りを含む大人たちが日常的に関わることのできる居場所や関係づくりに取り組んで

います。 

○活動や子どもたちへの想いを一言！ 

 子どもも大人もともに楽しみ、ともに学ぶ。 

その上で、子どもたちにはたくさんの「体験」を積み重ねてほしいと思います。 

お手製の水鉄砲で遊ぶ 


